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はじめに
　グアム島は、1941年から約3年間植民地として、日本が支配し、現在においても街のい
たるところで日本文化を感じる島である。2010年8月31日、グアム政府と岡山市が友好協
定を締決した1)。岡山市とグアムは1998年3月の空路開設以来、現在に至るまで観光を中心
として、多くの県民・市民が訪問し交流が行われている。今回の友好協定は、観光にとど
まらず、産業・教育分野にこの交流関係の輪を広げ、グアムと岡山市の更なる発展を遂げ
ることを目的として行われている。
　岡山県大学国際スポーツ交流推進機構２）では、10年前からグアム大学との交流が始まり、
毎年、岡山県内の大学生を中心に野球・バスケットボールの試合や島民の体力測定などを
実施している。また、3年前からは、グアムのアガニアハイツ小学校とも交流がある。10
年間で約500名の岡山県内学生がグアム島を訪問しスポーツ活動や小学校での授業等を中
心に様々な交流が実施されている。
　アメリカの教育に関しては、共通した統一的な学校教育制度はない。アメリカ教育は、
州と学区が基盤であり、それぞれ独自の教育政策を持っている。各州では一定の基準やモ
デルを設定し、基礎・基本的な学力を定着させるために、アメリカ教育法という教育スタ
ンダードを設定しているが、しかし、これは日本のような法的拘束力まであるとされる学
習指導要領とは基本的には異なるものである。各教科の基準が作られても、それをそのま
まナショナル・カリキュラムとするものではなく、州単位でカリキュラムづくりのフレー
ムワークとして利用することを期待し、そのモデルにしようというものである３）。
　今回は、米国準州グアム島のアガニアハイツ小学校の授業視察・実践を通して、小学校
教育プログラムや子どもの実態を明らかにする。
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Ⅰ　グアム島の概要
　１．国土・歴史
　グアム島はマリアナ諸島の最南端に位置し、面積は淡路島より少し小さいが、ミク
ロネシアでは最大の島である。太平洋の西の端にあり、日本の釧路付近から南へ約
３５００㎞、フィリピンの東約１５００㎞に位置する。グアムは火山によってできた
島で、日本から南にのびる海中山脈の一部に接している。島の名前である「グアム」は、
先住民言語チャモロ語の Guahan（グアハン）
である。しかし、外国人によって繰り返され
た殺りくや長い間の統治によって、この島が
グアムと呼ばれるようになる前の本来の名称
はわからなくなってしまっている。
　ヨーロッパ人との接触が始まったころに
は、「ボアン」「グアン」「バハム」の名称が報
告書や地図に使われている。１６００年代後
半からのスペインの文献では「グアハン」「グ
ワム」「グアム」の名称がみられ、１８９８年
にアメリカが統治するようになって以降に
「グアム」が定着し、１９５０年のグアム基本
法が米国会議で可決されて「グアム」が正式名称となった４）。
　２．グアム島民の人口
　人口は約１５万９, ３５８人で、グアムの先住民であるチャモロ人が40％、フィリ
ピン人が24％、アメリカ人が15％、その他が21％となっている５）。
　３．産業
　グアムの産業構造は観光産業が7割、基地関連産業が3割で構成しており、この二つ
が主な産業である。日本からの観光客は、年間約115.7万人６）もの多くの人々がグアム
を訪れている。自動車や住宅資材はもちろん、日々の生活に必要な食料品や衣類など
も島外からの輸入に頼っている。
　４．宗教
　グアムの約85％はキリスト教を信仰している。 島民の多くは教会が主催する行事や
休日には教会でのお祈り（ミサ）が日常化されている５）。
写真 1　グアムと日本の位置関係 4）
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Ⅱ　アメリカの教育
　アメリカの教育は、基本的に国内統一の教育制度ではない。それぞれの州ごとに若干の
違いがみられる。しかし、一般的には、幼稚園 ( キンダーガーデン ) から小学生3年生ま
でのクラスは、20人以下にする努力が行われている｡ 国内の教員組合は、キンダーガーデ
ンから小学生3年生までのクラスは15人以下を提案している｡ 全国学力テスト結果による
と少数のクラスの方が、より良い成績を示している｡ また、その他に小学校では少数民族
や低所得世帯の子どもたちの通う小学校で、正規の資格をもつ教員不足などの問題が出て
いる。多数の小学校の学級は、日本と同じく一人の教師がほとんどの教科を教える担任制
である。基本的な教科は、英語、算数、社会、理科で、他に、音楽、図工、体育などがあ
る。音楽､　図工、体育などは、違う教師が教える場合もある。英語教育に関しては、カ
リフォルニア州では、80年代に広まった文学作品をたくさん読む教育法から、英語という
言語そのものを習う方法に代わり、90年代の中ごろから、発音中心の英語教授法が見直さ
れている。また、理科教育の推進の一貫として、小学生によるサイエンスフェアが奨励さ
れている７）。多くの小学校には、英才児のプログラムや、学習障害児のクラスがある。ま
た、学力の多様な児童に対して、多くの教師は、クラスの中で子どもの能力に合わせて、
個人や小グループに分け指導をしている８）。能力に合わせた教え方により、児童はより成
績が向上したということも言われている。学習面のみならず、児童は頻繁に、何人かのグ
ループ別の班に分かれている。児童全員が、何らかの係りや日直などの分担仕事を班や個
人で受け持っている。そうすることによって、集団で協力するという経験を積ませている
と考えられる。
Ⅲ　グアムの教育及びアガニアハイツ小学校
　１．グアムの教育について
　グアムの教育制度はアメリカに準じており、公立の幼稚園と小学校の授業料は無料
である。運営などは、すべて税金でまかなわれている。
　義務教育は、幼稚園＝1年間：5歳、小学校＝5年間：6歳～11歳：1年 ~5年生、中学
校＝3年間：11歳 ~13歳：6年 ~8年生、高校＝4年間：14歳 ~17歳：9年 ~12年生までの12
年間で、学年はキンダーガーデン（5歳、日本における年長クラス）からスタートし、
その上の１年生～12年生までを通しでカウントする。キンダーガーデンとなるのは、
その年の7月末までに満5歳を迎えた子どもたちが対象となる。新学期は8月にスター
トし、2学期制となっている。また、標準的な授業日数は、200日と定められ、基本的
には30名以下のクラス編成である。（1学期：8月～12月、2学期：1月～5月）
　グアム島内の公立小学校は、27校ありほとんどが宗教系の学校である。また、各学
年で一定の成績に達しない場合は留年制度もある。また、逆に、毎年実施される統一
試験の成績次第では飛び級することもある。
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　２．アガニアハイツ小学校周辺の環境と児童について
　アガニア地区は、グアム島の中央東部に位置し、知事官邸や住宅、公共の施設が数
多くあり、治安もよく、比較的裕福な家庭が暮している地域である９）。
　アガニアハイツ小学校は、公立小学校27校の一つで児童数488人 ( 男子児童240人・女
子児童248人 )、教員34人、補助教員11人の比較的大規模の小学校である。
　３．教育方針について
　１）教育方針
　　アガニアハイツ小学校（AHES）は、校名の頭文字を使い、教育方針を決めている。
以下がその内容である。
表1 アガニアハイツ教育方針
　２）マスコットについて
　　アガニアハイツ小学校のスクールカラーは紺色と
黄色であり、マスコットとしてマルハナバチが起用
されている。マルハナバチには「児童に責任や夢を
写真 2 アガニアハイツ小学校　休み時間 写真 3 アガニアハイツ小学校　中学年児童
A ‐ Assures all students are granted the fullest possible educational opportunities;
　　すべての児童が十分な教育の機会を与えられることを保証する。
H ‐ Heighten the students’ concerns and awareness of themselves and others;
　　自分自身と他の児童との関心と意欲を高めさせる。
E ‐ Encourage students to strive for excellence and to be productive citizens;
　　児童への質の高い教育と、生産的な市民の育成に努力する。
S ‐ Strive for school, home, and community partnerships.
　　学校・家庭・地域社会との協力関係のために努力する。
写真 4　学校マスコットのマルハナバチ児童
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与え、目標の高いレベルへと運ぶ」という意味合いが含まれている。
　４．教育プログラム
　１）重点科目
　　　アガニアハイツ小学校では英語と算数を重点科目、読書を重点活動として児童に教
育している。そのため、英語と算数の 2 科目は、児童個々の能力に応じたクラス編成
を実施し、児童の能力に応じた授業の提供を目指している。この取り組みにより、一
人一人の能力をさらに伸ばす学習体験プログラムが実施できている。読書に関しては、
全児童に対し、毎晩 20 分間の読書の時間を義務付けている。これに関して保護者は、
読書記録表に記入して小学校に提出している。
　２）チャモロ語とグアムの歴史
　　　チャモロ語やグアムの歴史を教えることは、グアム教育省の法律により定められて
いる。したがって、グアムの言語と歴史及び文化については、幼稚園から小学校 5 年
生まで毎日 20 分から 30 分間学習する。また、英語が苦手で日常的にチャモロ語をよ
く利用する子供に対しては、第二言語として英語を重点的に指導している。
　３）特別支援教室
　　　障害をもっている児童のための特殊教育サービスも提供している。例えば、言語療
法、作業療法、物理療法などの教育である。特別支援が必要な児童に対しては、主に
補助教員（Aid）が担当し、学校・家庭を問わず、個々に対応している。
　４）英才教育（Gifted and Talented Education :GATE）
　　　才能があり、優秀な児童として認められている児童は 1 週間に 3 時間、GATE プロ
グラム教室の授業に出席することが定められている。優秀な児童としての認定は、学
力テストの評価（全国的な基準）と教師による知的検査に基づくものである。
　５）成績表とクラス分け
　　　グアム教育省の方針に
よって定められた各学年
は、能力達成度によってク
ラス分けをしている（表 2）。
特別な支援が必要である児
童は、異なる特別な能力達
成基準により、クラス分け
される。通知表は年４回発行され、1 回目及び 3 回目については日本でいう保護者懇
談会のような場が開かれ、教師から保護者に手渡しされる。
　６）補助教員（Aid）について
　　　補助教員（Aid）は、アガニアハイツ小学校の場合、現在は 11 名が勤務している。
補助教員の役割は、主に英語や算数で補助を行い、読解や文章表現についても支援す
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なる特別な能力達成基準によ
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６）補助教員（Aid）について 
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る。また、担任教師が出張や外出した時には代理 担任となる。本来、補助教員は国
幼稚園  １～５学年 
M‐全出席 A 90％‐100％ 優秀 
S‐出席・単位獲得 B80％‐89％  とてもよい 
I‐努力の必要あり C70％‐79％  満足 
／‐評価対象外 D60％‐69％  改善の余地あり 
 F59％‐以下  落第     
表 2 アガニアハイツ小学校での成績評価基準 表 2　アガニアハイツ小学校での成績評価基準
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る。また、担任教師が出張や外出した時には代理の担任となる。本来、補助教員は英
語と算数を教える役割が主であるが、学校・家庭を問わず学習支援が必要な児童個々
のためにも存在する。
　７）宿題のガイドラン
　　宿題については、児童
及び保護者の役割など
について表 3 のように
定められている。
　　　宿題の目的、それに
携わる保護者へのガイ
ドラインを明確に示す
ことで、学校側の意図
を保護者が理解しやす
いように示している。
　８）児童の教科書
　　　児童が使う教科書や
ドリルはグアム教育省
から無償で支給され
る。この教科書に対す
る管理責任は児童本人になる。教科書はクラス担任から渡され、学期末や、退学・ク
ラス変更する場合は担任に元の状態で教科書を返さなければならない。もし配布され
た教科書やドリル、その他の消耗品に損害を与えてしまった場合、児童本人に責任が
科せられ、失われた教科書やドリルは最新のものに買い換えなければならない。学校
から家庭へは、取り換え代金なども徴収することを事前に告知している。支払いは、
児童が進級する始業式より前に支払うようになっている。
　９）児童の表彰及び表彰の基準
　　　主要科目（読
書、英語、算数、
理科、社会、体
育、チャモロ語）
による児童の修
得科目の平均値が基準となる。A や B 判定をされた児童は校長から賞を受賞するが、
主要科目（英語・算数）に D または F 判定を 1 つでも含んでいる児童は対象外となる。
基準は表 4 に示す。
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表 3 アガニアハイツ小学校での宿題の目的 
(1)宿題の目的 
・児童の理解を深めるため（復習）。 
・学習したことを自分ひとりでできるようにするため。 
・関心を広げるため。 
・知識を伸ばすため。 
・情報を収集して実践できるように練習させるため。 
・弱点をドリルで克服するため。 
・学校での授業に積極的に参加できる態度を身につけるため。 
・学習の習慣を身につけさせるため。 
・想像力を養うため。 
(2)宿題に対する保護者の役割 
・毎日宿題をチェックすること。 
・児童があいまいな理解をしている場合は教師に相談すること。 
・関心を示すこと。 
・責任の重さを感じて引き受けること。 
・子どもの質問に応じること。 
・その場にふさわしい雰囲気つくりをすること。 
・気が散る要素のあるラジオやテレビ、音楽などは取り除くこと。 
・子どもが求めているものを与えること。 
・引用ができるように雑誌などを保存しておくこと。 
・宿題が終わるのを見届け、そして内容を確認すること。 
・子どもの話を聞くこと。 
・スキンシップをとること。 
・A 名誉賞＝90 から 100 点の学業成績評価点の平均値を必要とする。 
・B 名誉賞＝80 から 89 点の学業成績評価点の平均値を必要とする。 
・A 名誉賞と B 名誉賞に読書レベルは影響しない。 
・皆勤賞は、無遅刻無欠席の必要がある。 
・上記項目にかかわらず、例外の場合は、担任の判断にゆだねられる。 
表 4 アガニアハイツ小学校での児童表彰基準 
・A 名誉賞＝90から100点の学業成績評価点の平均値を必要とする。
・B 名誉賞＝80から89点の学業成績評価点の平均値を必要とする。
・A 名誉賞と B 名誉賞に読書レベルは影響しない。
・皆勤賞は、無遅刻無欠席の必要がある。
・上記項目にかかわらず、例外の場合は、担任の判断にゆだねられる。
表 4　アガニアハイツ小学校での児童表彰基準
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　５．児童へのサービス
　１）食事と栄養
　　　昼食は、家庭で作る弁当か、学校で準備さ
れる給食かを選択できるようになっている。
給食を食べる児童はクラスの過半数を占め、
昼食時はカフェテリアの前で長い列をなして
いる。担当職員にお金を渡し、食事（給食）
を食べる。昼食の値段は＄2.50（日本円：約
203 円）である。日本の小学校と金額的には
変わりないが量的には少ない。しかし、給食
を残している児童が多くいる。その理由とし
て、休憩時間の間食によるものであると考え
られる。アガニアハイツ小学校では食事・間
食の為にお金を所持することや、果物やク
ラッカー、ジュースなどの軽食を所持するこ
とが認められている。したがって、休憩時間
に間食をするため、給食を残す児童もいるよ
うである。お菓子を持ってきて友達と交換する姿は、日本では遠足でしか見ることが
できないが、アガニアハイツ小学校では普段の学校生活の中で、このようなことが行
われている。
　　　また、アガニアハイツ小学校では、朝食（＄0.40）も学校で食べられる制度がある。朝、
昼は児童の栄養を考えている献立なので利用する児童も多い。食事の料金は、一括払
いもできるが、毎回児童が支払っていることが多いようである。また、支払いが滞っ
ている児童に対しても、サンドイッチ・牛乳など軽食が与えられる。家庭環境に関係
なく、すべての子どもたちが食事をできるようになっている。
　２）医療
　　　医療診断・治療は、保護者の承諾書を添付の上で健康カウンセラーまたは看護士、
医者により、すべての児童が受けることができる。保護者は、薬の種類、投薬量が処
方される理由を医者に確認し承諾書に記入し薬専用ラベルを付けた容器に薬を入れ児
童に持たせる必要がある。薬を渡され、保護者が同意書に署名しても、投薬専用ラベ
ルが貼られていない容器では学校で使用することは許されない。すべての薬は担当の
健康カウンセラーによって調剤され、その薬専用の容器に変えてもらわねばならない。
健康カウンセラー・看護士は児童に薬を与える大切な役割を担っている。
　３）図書室
　　　図書室は、月曜日から金曜日の朝８時から 14 時まで開かれている。利用時間はク
写真 5　給食の様子
写真 6　2012 年 3 月 15 日昼食
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ラス別に一週間に 1 回、30 分と決めている。ただし、試験やプレゼンテーション授業
などで、事前使用予約が入っているときは、利用できない場合もある。しかし、児童
には週に 1 回、書籍の確認をするために図書室を必ず利用する機会が与えられている。
また、もし児童が図書室の書籍を破損した場合は、弁償しなければならない。そして、
弁償するまで児童は書籍を借りることが許されない。
　４）スクールバス利用
　　　スクールバスは学校から提供される交通機関で、児童に対して利用することが認め
られている。ただし、表 5 のことを規則として定めている。
Ⅳ　日本とグアムの教育の比較
　１．教育制度と学習内容・カリキュラム
　　　グアムの小学校の義務教育は５年制である。しかし、5 歳児の幼稚園課程も義務教
育化されているため、日本の小学校と同期間の制度となっている。子どもの発育・発
達を考慮した場合、現在の日本の６－３－３制学年制度を再考する必要があるのかも
知れない。その第 1 弾として、日本の体育科教育では小学校から高等学校にかけて４
－４－４制での教育課程を構想し、実施しはじめている。この改革がどう今後につな
がるのか検証していかなければならないであろう。
　　　学習内容に関しては、「英語、算数、理科、社会」の教科においては重点的に指導
している。近年、グアムではアメリカ本土の大学に進学することが島民のステイタス
となっており、小学生年代からアメリカ本土の大学進学のための主要教科に重点が置
かれる。特に英語と算数においては、能力別にクラスを編成し学習している。したがっ
て体育、音楽、図工といった主要教科以外のものに関しては、一人の担任教師がすべ
てを担当し、それほどまでに重点的に学習されない。施設に関しても、体育に関する
グラウンドや体育館、プールのような施設はない。わが国においては、近年、体育や
音楽といった授業は、専門教師が担当する場合が増加の傾向にあるが、アガニアハイ
表 5　アガニアハイツ小学校スクールバス利用規則
・運転手の指示を守り、利用すること。
・児童は運転手や友人、地域の人々に礼儀正しくすること。
・運転手によって、席の指定をする場合もある。
・児童はバスがそれぞれの停留所を来るまでにバス停に行き、待っていなければならない。
・バスが動いている間は席を立ってはならない。
・児童はバスから手や頭、腕を窓から出してはならない。
・児童は小声で話し合わなければならない。
・大声や下品な言葉は禁止する。
・児童はどんな種類のバスでも乗車を拒否してはならない。
・児童が公共のスクールバスに対し何らかの損害を与えたとき、損害賠償又は懲戒処分になる場 
 合がある。
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ツ小学校では重点科目以外はすべて一人の担任が実施している。ただし、１クラスの
児童数は、約２０名程度の少人数制である。日本は、過去主要４教科とよばれる「国
語・算数・理科・社会」にのみ目を向けて、芸術や体育など人間力の礎ともなる教科
を軽視した結果、児童の人格形成や発育発達に異変が生じた実例を持つ。グアムの小
学校において、一見主要４教科のみ重点化しているように感じる。日本の失敗を学び、
うまく取り入れるべきだと考える。
　　　しかし、当時の日本と異なることはグアムの伝統文化を授業で学習している点であ
る。具体的には、チャモロ語及び伝統文化の学習である。幼稚園から小学校 5 年生ま
でチャモロ人教師によって、短い時間であるが毎日実施されている。学内の児童全員
がチャモロ民族のダンスを踊ることができ、「Viva Chamorro ！（万歳 チャモロ！）」
と叫ぶ。日本ではグアムのような文化学習がようやく常用化し、自身の国を理解する
と同時に異文化理解へもつながるようになった。平成 23 年から年間 35 単位時間（週
1 時間）の外国語活動（授業）の導入は異文化について体験的に理解を深め、積極的
にコミュニケーション能力の素地を育成することを目的として行われている。日本も
これを機に外国語に触れる機会が増加し、国際化感覚を持った児童も増加するであろ
う。欧米文化の導入と古き時代の日本文化の継承をバランスよく実施していくことが
望まれる。
　２．能力別クラス編成
　　　グアムにおいても日本においてもクラス・学年における順位ではなく、課題が達成
できたかどうか、という絶対評価が主流となってきている。アガニアハイツ小学校は
一人一人の子どもの達成度に基づくグアム教育省の絶対評価基準による評価で行われ
ているだけでなく、評価によっては留年することや飛び級で進級することもある。
　　　日本の教育方針は、努力し、勤勉であればみな同じペースで学習レベルがあがって
いくもの、もしくはあげていくべきものという方針であると考える。どの教科でもで
きない児童をできるようにさせることが前提にあり、できる児童をより伸ばすことは
公立小学校においてあまり実施されていない。しかし、本研究で調査したアガニアハ
イツ小学校では、英語と算数においては能力別にクラス編成し、授業を行っていた。
加えて、英才教育制度も設け、より高いレベルの学習を行える環境をつくっていたの
である。このような能力別クラス編成は、グアムだけでなく基本的にはアメリカ全土
で一般的なクラス編成であり、アメリカのみならずイギリスなどでも見られることで、
加藤（2004）の報告 8）によると約 80％の学校で能力別クラス編成を実施していると
いう。
　　　能力別クラス編成の利点としては、理解の遅い生徒が学習意欲を失いにくかったり、
レベルに合った学習を深めさせ、発展的学習を受けられる可能性を提供できたり、児
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童の理解不足の調整が容易なことや重点的な教育を促進できることなどそれぞれの授
業の計画および実施にふさわしい学習集団の設定が保証される。したがって、児童の
個性や能力を尊重し、伸ばすことが可能となる。一方、問題としてあげられるのが児
童の個性や能力は社会的・経済的に大きく依存しているため、差別行為となる危険性
をはらんでいること、早期の選別が児童の自尊感情を傷つける可能性があること、日
本の場合、教員数や教員配置についても未検討であること等である。特に、アメリカ
は多民族多文化であるが故、能力別＝民族や親の職種別のようなカテゴライズに陥る
危険性があるという 10）11）。
　　　混合能力編成のクラスをうまく教えることは教師にとっても難しいものである。大
半の教師は、中位の生徒をターゲットにするために，優秀な生徒はフラストレーショ
ンを感じ、低い能力の生徒は置き去りにされていく。現に、日本の小学校では、授業
内容を塾で習い終わった児童の授業態度が問題になったり、私立と公立の学習レベル
の差が出たりすることも珍しくなくなった。ともなれば、日本も能力別クラス編成に
ついて議論する必要があるのではないだろうか。アガニアハイツ小学校に関しては、
差別問題はなく、教師も児童も個人に合った学習を重きにおいていたため、効率的な
学習を実施できていたと考える。したがって、日本も今の教育環境に適した能力別ク
ラス編成を検討していく必要があろう。
　３．生活支援面について
　　　アガニアハイツ小学校では、カフェテリアで朝食・昼食を食べる。昼食は、家庭か
らのお弁当もしくはカフェテリアでの代金を支払っての給食である。児童本人の選択
でどちらでも許可されるが、多くの児童が毎回代金を支払って食べている。もし給食
代金を滞納してしまったとしても、児童は必要最低限の食事を受けることができる。
日本の給食は、給食を通して「食文化」に関する指導を効果的に進めるため、給食の
時間はもとより各教科や特別活動、総合的な学習の時間においても「生きた教材」と
して活用することができるものとされている 12）。
　　　登下校については、アガニアハイツ小学校ではスクールバスや保護者の車で送迎し
ている。これは児童の安全面に配慮してのことである。保護者が学校の開門前に児童
を送ってきた場合は、開門するまで保護者の車の中で待機させる規則もつくっている。
日本では特別な理由がない限り、原則として集団登校をしている。スクールバスのあ
る小学校は、通学範囲が比較的広い地域に限定されるが学校数は少ない。登下校の「自
らの安全を守る力」を子どもに育ませるために、防犯訓練などに関する特色のある取
り組事例を収集した「学校における防犯教室実践事例集」12）（平成 18 年 3 月）を都道
府県教育委員会などの協力を得て作成し、児童だけでの登下校の安全を確保するため
に訓練講習会やパンフレットの配布、集団下校の支援など様々な取り組みを行ってい
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る。しかし、アガニアハイツ小学校では、児童を守る教育というよりも、犯罪に巻き
込まれないように学校側は徹底的に安全のためのルールをつくり児童も遵守している。
　　　生活支援においては、その地域の社会的な面や文化的背景が大きく影響することも
あるが、本調査においては日本でも取り入れられるような取り組みも見られた。
おわりに
　本研究では、グアム・アガニアハイツ小学校について調査したが、日本と文化や生活習
慣の違いがあり一概に比較ではできない。しかし、日本の教育で、これから必要であると
思われる個々の力をさらに伸ばすための学年制度、少人数クラス制の導入や能力別クラス
による教育実践、児童支援のための生活支援サービスなどは積極的に取り入れてグローバ
ル化時代に対応した教育改革をする必要があると考える。グローバル社会であるからこそ、
広い視野で教育を観察し、その中で児童に適しているものを提供することが今後の教育を
支えていくはずである。日本から一番近いアメリカグアムとの交流を今後も継続し、両地
域の教育がより発展するための取り組みを今後も行っていきたいと考える。
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